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 いよいよ、令和元年も残すところあと一週間あまりとなりました。学校は明日から冬季

休業となります。思えば 4 月に進級や進学をしてそれぞれが新しいステージに立ってから、

たくさんの行事や出来事がありました。 

 上の詩は詩集「にんげんだもの」などで知られる、相田みつをさんの詩です。１０月に

行われた教育講演会で野田佳彦前総理がこの詩を紹介され、小学校時代のご自分の失敗や、

その後の挫折の経験などをお話しされました。その中で、「勝つことは素晴らしい経験だが、

負けたときにこそ見える景色がある」「挫折や失敗、ハンディが重要。それが力になる」と

のお話は特に子供たちの心に残ったようで、講演後の感想でも「失敗することの不安やマ

イナスイメージがプラスイメージに変わった。」「失敗しても<そこが出発点>というふうに

考えればいいと思った。」「失敗してあきらめてしまった時が本当の失敗だとわかった。」な

ど、負けることや失敗することに対して発想の転換のある感想がたくさんありました。 

 私も上の詩は以前から知っていたのですが、もともとの詩はかなり長いもので、それを

書家である相田みつをさんが短くまとめて、書として作品にしたのがこの詩だということ

はつい最近知りました。もとの詩を読んでみると、この詩が若い人たちへのメッセージで

あることがよくわかります。裏面に掲載してありますので、ぜひご覧ください。 

野田さんも講演の中で青春時代の思いや悩み、葛藤、挫折、人との出会いなど、中学生

へのエールとなるようなお話をたくさんしてくださいましたが、特に失敗は誰にでもある

が、その経験を生かすのは自分の気持ち次第。あきらめずに志を高く持ち、成功するまで

夢や志を持ち続けることが大切である、というメッセージは、多くの子供たちの心を揺さ

ぶったと思います。 

 子供たちは日々様々な経験をし、多くの人と関わりながら成長していきます。今年 4 月

に進級や進学をしてそれぞれが新しいステージに立ってから今日まで、うまくいったこと

よりも失敗や挫折の方が多かったと感じている者も多いのではないでしょうか。 

 今日の集会では、全校生徒に「負けることの意味」や「失敗することの価値」について、

私自身が経験してきたことも含めて話しました。野田さんのお話と相田みつをさんの詩と

あわせて、少しでも子供たちが考えるきっかけになるといいな、と思っています。 
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